
９
月
か
ら
、
水
車
の
市
民
解
説
員
を
養

成
す
る
た
め
の
専
門
講
座
を
開
設
中
で

す
。
現
在
、
23
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
27
人

の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
受
講
し
、
水
車
の

歴
史
や
技
術
を
学
び
、
現
地
実
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
講
座
修
了
後
は
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
解
説
員
と
し
て
活
躍
し
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。
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今号の紙面から
2

11月３日からみたかシティバス

西部ルートで全国初の「乗り継

ぎ運賃制度」実施

3

第42回三鷹市農業祭

4

第２回姉妹・友好市町村わくわ

く交流フェスタ

5

丸池わくわくまつり・大沢の里

秋まつり

6・7

「読書週間」の催し

8

井の頭公園の秋を満喫

～歩こう会

9

本日、第25回しょうがい者運動会

10

ウイルス肝炎精密検診に助成

11

第５回中学生意見発表会

武蔵野三鷹ケーブルテレビ５CH
1日4回放送9:30/14:30/19:30/23:30

●第152回（10月20日～11月２日放送）
「三鷹市生活安全条例」を制定／三
鷹の森ジブリ美術館「市民デー」／み
たかスポーツフェスティバル

ＦＭむさしの78.2ＭＨｚ
月～金曜日10:20～25放送

毎月第1・3日曜日発行Nｏ.1245 平成14年2002.10.20

◇「広報みたか」は再生紙を使用しています

人口と世帯
平成14年10月１日現在

●住民基本台帳

80,162世帯・167,088人

（男83,240人・女83,848人）

●外国人登録 2,870人

※ファクスの場合、コード番号099でコード番号一覧表が出せます。

三鷹市ホームページ
http://www.city.mitaka.tokyo.jp/

Ｌモード・携帯
http://www.city.mitaka.tokyo.jp/l

10
月
１
日
、
三
鷹
市
が
、
情
報
化
の
促

進
に
貢
献
し
た
団
体
と
し
て
平
成
14
年
度

の
情
報
化
月
間
記
念
式
典
で
総
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
、
経
済

産
業
省
が
中
心
と
な
っ
て
各
省
庁
と
と
も

に
実
施
し
て
い
る
「
情
報
化
月
間
」（
10

月
）
の
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

三
鷹
市
の
受
賞
の
理
由
と
し
て
は
、

「
市
内
小
・
中
学
校
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
、

全
国
の
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
中
央
セ
ン
タ

U

の
整
備
お
よ
び
教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
・

デ
U

タ
ベ
U

ス
の
整
備
を
通
じ
て
、
ハ
U

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
教
育
の
情
報
化
に

先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ほ
か
、
証

明
書
な
ど
の
自
動
交
付
シ
ス
テ
ム
や
公
共

施
設
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を
早
期
に
導
入
す

る
な
ど
行
政
の
情
報
化
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
地
域
情
報
化
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

∞
情
報
推
進
室
ò
内
線
２
１
４
０

三
鷹
市
が
情
報
化
促
進
の
貢
献
で

総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た

市
で
は
、
日
本
で
も
有
数
の
水
車
が
あ
る
野
川
沿

い
の
「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水
車
経
営
農
家
」

（
東
京
都
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
）
を
「
エ
コ
ミ
ュ

U

ジ
ア
ム
モ
デ
ル
事
業
」
と
位
置
付
け
、
計
画
的
に

保
存
と
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

エ
コ
ミ
ュ
U

ジ
ア
ム
と
は
、
人
々
が
生
活
す
る
一

定
の
空
間
（
地
域
）
を
博
物
館
と
し
て
捉
え
、
現
地

で
歴
史
・
文
化
・
自
然
な
ど
に
関
わ
る
遺
産
を
展
示

し
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
新
し
い
概

念
の
博
物
館
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
の
運
営
は
、

市
民
の
方
々
の
参
画
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
エ
コ
ミ
ュ
U

ジ
ア
ム
モ
デ
ル
事
業
」
推
進

の
一
環
と
し
て
、
11
月
か
ら
、「
武
蔵
野
（
野
川
流

域
）
の
水
車
経
営
農
家
」
の
公
開
を
、
原
則
と
し
て

毎
週
土
・
日
曜
日
に
拡
大
し
、
土
蔵
・
物
置
な
ど
も

新
し
く
公
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
文
化
財
ウ
ィ
U

ク
期
間
中
（
11
月
３

日
è
〜
10
日
À
）
は
、
毎
日
公
開
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
訪
れ
て
見
て
く
だ
さ
い
。
昔
の
三
鷹

の
生
活
が
実
感
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１
４
・
３
３
１
５

イ
ン
タ
U

ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
情
報

通
信
技
術
に
よ
っ
て
、
だ
れ
も
が
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
簡
単
に
情
報
を
得
た

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
U

シ
ョ
ン
を
行
え
る
便

利
で
快
適
な
社
会
が
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

三
鷹
市
は
、
昭
和
59
年
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
（
高

度
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
）
実
験
以
来
、
地

域
の
情
報
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
学
校
教
育
や
子
育
て
支
援
、
高

齢
者
施
策
な
ど
の
分
野
で
の
先
駆
的
な
イ

ン
タ
U

ネ
ッ
ト
活
用
や
市
の
業
務
の
効
率

化
、
行
政
サ
U

ビ
ス
向
上
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
今
年

５
月
の
「
日
経
パ
ソ
コ
ン
」
誌
で
は
、
ｅ

―
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国
１
位
の
評
価
を

受
け
、
ま
た
、
こ
の
た
び
、
情
報
化
へ
の

貢
献
に
対
し
て
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
行
政
の
改
革
度
で
も
、
日
本
経

済
新
聞
社
で
全
国
１
位
の
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
三
鷹
市
の
Ｉ
Ｔ
活
用
や
行

政
改
革
に
対
す
る
高
い
評
価
に
お
ご
る
こ

と
な
く
、
今
後
も
地
道
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま

す
。と

く
に
、
電
子
自
治
体
や
地
域
情
報
化

を
一
層
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
個
人
情

報
保
護
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
最
重
要

課
題
で
す
。

こ
の
点
で
は
、
昭
和
59
年
に
個
人
情
報

保
護
条
例
を
制
定
し
て
以
来
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
U

保
護
に
万
全
を

期
し
て
き
ま
し
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
社

会
の
到
来
を
迎
え
る
今
、
新
し
い
個
人
情

報
保
護
制
度
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
今
年
３
月
に
は
個
人
情
報
保
護

条
例
を
改
正
し
、
情
報
漏
洩
等
に
対
し
て

的
確
な
措
置
を
取
る
た
め
の
制
度
を
整
備

す
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
U

ク
時
代
に
対
応

し
た
新
し
い
個
人
情
報
保
護
制
度
の
確
立

を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
よ
り
一

層
、
堅
固
な
も
の
と
す
る
た
め
、
外
部
の

専
門
家
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
各
部
署
に
お
け
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
確
実
な
実
施
を
図
る

た
め
の
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ポ
リ
シ
U

」

の
確
立
に
全
力
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

近
未
来
の
情
報
化
社
会
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
「
あ
す
の
ま
ち
・
三
鷹
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
い
よ
い
よ
動
き
出
し
ま

し
た
。
三
鷹
市
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
確
保
に
向
け
て
も
、
未
来
へ
の
一
歩
を

進
め
ま
す
。

「エコミュージアムモデル事業」
を進めています 11月から公開拡大

■
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
し
て
い
ま
す

「新車（しんぐるま）」と呼ばれるこの水車は、1808年（文化

５年）ごろの創設。搗
つ

き臼14個・杵14本のほか、挽
ひ

き臼、やっ

こ篩
ふるい

、せり上げなどを備えた複雑な機構を持つ大型水車です。製

粉・精米用の水車として全国的にも非常に貴重なもので、1968

年（昭和43年）まで稼働していました。母屋、カッテ、水車用

用水路跡など、水車経営農家の姿が樹木を含めてそのまま保存さ

れています。

「武蔵野（野川流域）の水車経営農家」

11
面
に
く
わ
し
い
紹
介
と

見
学
方
法
な
ど
を
掲
載

情
報
化
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

三
鷹
市
長

三鷹市文化財専門委員の馬場憲一・法政大

学教授の講義を聞く受講生たち（10月12日）

�
直
径
４
・
８
A
の
水
輪

１
８
１
３
年
（
文
化
10
年
）
ご
ろ
建

築
の
母
屋
（
市
内
最
古
の
建
物
）


